









































































看護学科 2019 年度 2 年次学生 110 名を対象に、
2019 年度 4 月から 8 月に実施した。
⑵　活動立ち上げにむけた準備




























































問題は、担当学生委員が 3 回分（22 問、3 回分）を
人体の構造と機能、基礎看護学の問題集から選出し














時間は 1 分 30 秒～ 3 分となった。
実施した日程は、第 1 回は、問題配布 4 月 26 日、
グループワーク 5 月 13 日、第 2 回は問題配布 5 月
13 日、グループワーク 6 月 3 日、第 3 回は問題配





























参 加 回 数は 3 回すべて出 席した学 生が 78 名
（97.8%）、2 回目は出席し 3 回目を欠席した学生は
5 名（5.9%）、2 回目は欠席し 3 回目を出席した学




















3 回すべて出席 78 91. 8
2 回 （2 回目は出席、3 回目は欠席）  5 5. 9
2 回 （2 回目は欠席、3 回目は出席） 2 2. 4
表 2 　参加度（N=85）
回答数 回答率（%）
積極的に参加 35 41. 2
まあ積極的に参加 40 47. 1
あまり積極的でなかった 8 9. 4
積極的でなかった 2 2. 4
表 3　取り組みのへの思い
回答数 回答率（%)
勉強になる 46 54. 8
グループ内で分担した役割があった 40 47. 6
解剖生理や看護の知識が深まる 18 21. 4
国家試験に向けての意識が高まる 12 14. 3
楽しい 4 4. 8
他の科目にも興味を持てる 4 4. 8
面白い 4 4. 8
みんなの理解度が分かる 2 2. 4
やらされ感があった 20 23. 8
めんどくさい 16 19. 0
負担 10 11. 9
つまらなかった 8 9. 5
問題や解答が難しかった 2 2. 4
どのように参加すればいいかわからなかった 0 0. 0
表 4 グループ内での役割（N=85）
回答数 回答率（%）






























何もしていない 38 57. 6
アプリで問題を解く 20 30. 3
問題集を解く 7 10. 6











合わせると 15 名（17.5%）だったが、2 回目の動画
では 10 名（12.0%）に低下した（図 2）。
表 6 　配布した問題の解答状況（N=85）
回答数 回答率（%）
自分が担当する問題のみ解いた 65 76. 5
解いてない 11 12. 9
全問解いた 9 10. 6
表 7 　解いていない問題への取り組み予定（N=78）
回答数 回答率（%）
夏休み中 30 38. 5
近日中 10 12. 8
今年度中 6 7. 7
やる予定はない 5 6. 4
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